






















































































『平常供建』 と比較すると、 参内時には下座見と御挟箱の間に 「先払御足軽」 「御口之者」 「御馬」 「御馬柄杓」 「沓籠」 「御厩小頭」などが増え、また鎗 御徒士の間 「参内傘」が入る。藩主の参内時の行列という特殊な行列がどのような構成で行なわれたのかを詳細に検討できる資料 多くはなく、大変貴重である。　
最後に、 先に触れた 『天保十一年御上京一件』 （以下 『御上京一件』 ） との関わりについて触れたい。 『御上京一件』 は、








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　 　　　　　　　　　 　　　 　　 　　
ツヾク
 五二
 
　 35 　
○印より
　　　
御貸人自分挑灯
　　　　　　　　　　　　　　　　
黒緒梯輪貫丸羽織
○口付
　　
若党
　
若党
　　
鎗
　　　
長柄傘
　　
中押御足軽
　
壱人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○手挑灯
　　
御跡乗
　　
御用人騎馬
　　　　　　　　　　　
沓籠
御貸人自分挑灯
　　　　　　　　　　　
右同断
○口付
　　
若党
　　　　　
挟箱
　　
草履取
　　
中押御足軽
　
壱人
　　　　　　　　　　　
○手挑灯
 　　
黒緒梯輪貫丸羽織
　　
中押御足軽
　
壱人
　　
又供
　　 　　
○手挑灯
　　 　　 　　　　　
紺無地空板
此間余程置
　　　　　　　　　　　
○
　　　
御用挟箱
　
手代共弐
　
人
　　　　　　　
黒緒梯輪貫丸羽織
　　
中押御足軽
　
壱人
　　　
又供
　　
○手挑灯
 五三
 
　 34 　
又挟箱
　　
御鎗
　　　　　　　　　
○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○
　　
○御鎗
　　
合羽籠
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　　 　　　　　　　
手代とも
　　 　　　　　　　　　 　
無格四人
又挟箱
　　　
御鎗
御駕籠触若党草り取銘々□□并挟箱も銘々為持可申供鑓之義ハ御徒頭御側役御大小姓壱人 事 　　　　　　　　　
黒緒梯輪貫丸羽織
　　 　　
押御足軽
　
壱人
　　
○手挑灯
御跡乗
　　
同
　
合羽籠
　　
同
　　　　　　　　　
黒緒梯輪貫丸羽織
　　 　　
押御足軽
　
壱人
　　　　　　　
以上
　　
○手挑灯
